
(57)【要約】

　式(I)を有する１種以上のサリチル酸誘導体の塩と、

式(I)を有するサリチル酸誘導体の塩に対応しない少な

くとも1種の殺真菌化合物とを、あらゆるモル比で含む

殺真菌組成物が記載される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 記 式 (I):
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 水 素 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ
り 選 ば れ る ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C

1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク
ロ ア ル キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で
あ り ;
R′ は 水 素 ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ
ア ル コ キ シ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; フ ェ ニ ル 基 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。 ）
を 有 す る 1種 以 上 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 と 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応
し な い 少 な く と も 1種 の 殺 真 菌 化 合 物 と を 、 あ ら ゆ る モ ル 比 で 含 む 殺 真 菌 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 が 、 エ ル ゴ ス テ ロ ー ル
生 合 成 阻 害 剤 、 ミ ト コ ン ド リ ア 呼 吸 阻 害 剤 、 ア シ ル ア ニ リ ン 、 抗 べ と 病 浸 透 性 殺 真 菌 剤 、
殺 真 菌 活 性 を 有 す る ジ ぺ プ チ ド 、 抗 べ と 病 細 胞 向 性 殺 真 菌 剤 、 接 触 殺 真 菌 剤 、 第 二 銅 殺 真
菌 剤 、 メ ラ ニ ン 生 合 成 阻 害 殺 真 菌 剤 よ り 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成
物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 が 、 テ ト ラ コ ナ ゾ ー ル
、 ジ フ ェ ノ コ ナ ゾ ー ル 、 マ イ ク ロ ブ タ ニ ル 、 フ ル シ ラ ゾ ー ル 、 エ ポ キ シ コ ナ ゾ － ル 、 フ ェ
ン プ ロ ピ モ ル フ 、 フ ェ ン プ ロ ピ ジ ン 、 ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 ク レ ソ キ シ ム メ チ ル 、 ト リ フ
ロ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 メ タ ラ キ シ ル 、 ベ ナ ラ キ シ ル の ラ セ ミ 体 又 は 光 学 活 性 R異 性 体 (IR 614
1と 呼 ば れ る )、 イ プ ロ バ リ カ ル ブ 、 エ タ ボ キ サ ム 、 シ ア ゾ フ ァ ミ ド 、 シ モ キ サ ニ ル 、 マ ン
コ ゼ ブ 、 ク ロ ロ タ ロ ニ ル 、 フ ォ ル ペ ッ ト 、 ジ チ ア ノ ン 、 水 酸 化 銅 、 オ キ シ 塩 化 銅 、 オ キ シ
塩 化 キ ュ プ ロ カ ル シ ウ ム よ り 選 ば れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 が か な り 多 く の 水 分 子 の 配 位 に よ っ て 水 和 し た 形 で 存 在 す る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 に お い て 、 R 2 が フ ッ 素 、 塩 素 、 メ チ ル 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ヒ
ド ロ キ シ ル よ り 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 乾 燥 粉 末 、 湿 潤 性 粉 末 、 乳 化 で き る 濃 縮 物 、 マ イ ク ロ エ マ ル ジ ョ ン 、 ペ ー ス ト 、 顆 粒 、
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溶 液 、 懸 濁 液 等 と し て 処 方 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 接 着 剤 、 例 え ば 、 ア ラ ビ ア ゴ ム 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 ポ リ
ア ク リ レ ー ト 及 び /又 は 他 の 適 合 す る 有 効 成 分 、 例 え ば 、 植 物 調 節 剤 、 抗 生 物 質 、 除 草 剤
、 殺 虫 剤 、 肥 料 の よ う な 添 加 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 活 性 物 質 の 濃 度 が 0.1％ ～ 98％ 、 好 ま し く は 0.5～ 90％ の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 1記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 下 記 式 (I):
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ り 選 ば
れ る ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ
ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク ロ ア ル
キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で あ り ;
R′ は 適 宜 メ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル よ り 選 ば れ る ア ル キ ル 基 ; 又 は ト リ フ ル オ ロ
メ チ ル の ハ ロ ア ル キ ル 基 ; 又 は 水 素 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。
但 し 、 Xが 酸 素 で あ る 場 合 、 R 1 が ア シ ル 基 COCH 3 で あ り 、 R 2 が 水 素 又 は 塩 素 で あ る 化 合 物 と
R 1 が ア シ ル 基 COiPr又 は COEtで あ り 、 R 2 が 水 素 で あ る 化 合 物 を 除 く 。 ）
を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 が 、 か な り 多 く の 水 分 子 の 配 位 に よ っ て 水 和 し た 形 で 存 在 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 9記 載 の 塩 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 下 記 式 (I):
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 水 素 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ
り 選 ば れ る ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C

1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク
ロ ア ル キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で
あ り ;
R′ は 水 素 ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ
ア ル コ キ シ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; フ ェ ニ ル 基 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。 ）
を 有 す る 1種 以 上 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 と 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応
し な い 少 な く と も 1種 の 殺 真 菌 化 合 物 と を 、 あ ら ゆ る モ ル 比 で 含 む 殺 真 菌 組 成 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 請 求 項 2～ 8の い ず れ か 1項 に 記
載 の 殺 真 菌 組 成 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 下 記 式 (I):
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ り 選 ば
れ る ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ
ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク ロ ア ル
キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で あ り ;
R′ は 適 宜 メ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル よ り 選 ば れ る ア ル キ ル 基 ; 又 は ト リ フ ル オ ロ
メ チ ル の ハ ロ ア ル キ ル 基 ; 又 は 水 素 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。 ）
を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 の 使 用 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 請 求 項 10記 載 の 塩 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 細 菌 や 真 菌 の 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 請 求 項 11～ 14の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 に 対 し て 耐 性 に な っ た
植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 請 求 項 11～ 14の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 遺 伝 的 に 修 飾 し た 植 物 変 種 に 対 す る 請 求 項 11～ 14の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 遺 伝 的 に 修 飾 し た 植 物 変 種 に お い て 、 植 物 の 防 御 系 を 増 幅 す る た め の 請 求 項 11～ 14の い
ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 殺 真 菌 タ ン パ ク 質 を 発 現 す る 遺 伝 子 1種 以 上 が 挿 入 さ れ た 遺 伝 的 に 修 飾 し た 植 物 変 種 に
お い て 、 組 織 内 の そ の 同 じ サ リ チ ル 酸 の 含 量 の 変 化 に 応 じ た 、 請 求 項 17記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 制 御 さ れ る 植 物 病 原 体 が 、 ブ ド ウ に 対 す る プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ 、 タ バ コ に 対 す る ペ
ロ ノ ス ポ ラ ・ タ バ シ ナ 、 リ ン ゴ 樹 に 対 す る ベ ン チ ュ リ ア ・ イ ネ ク ア リ ス 、 サ ラ ダ の ホ ウ レ
ン ソ ウ に 対 す る ブ レ ミ ア 、 野 菜 に 対 す る フ ィ ト フ ト ラ 種 、 ウ リ 科 に 対 す る シ ュ ー ド ペ ロ ノ
ス ポ ラ ・ ク ベ ン シ ス 、 米 に 対 す る ピ リ ク ラ リ ア ・ オ リ ゼ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
11～ 19の い ず れ か 1項 に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 苗 木 、 葉 、 茎 、 枝 、 根 、 又 は 種 ま き 前 の 種 子 、 又 は 植 物 が 成 長 す る 土 地 に 、 請 求 項 1～ 8
の い ず れ か 1項 に 記 載 の 殺 真 菌 組 成 物 を 適 用 す る こ と か ら な る 、 真 菌 感 染 症 を 撲 滅 す る 方
法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 苗 木 、 葉 、 茎 、 枝 、 根 、 又 は 種 ま き 前 の 種 子 、 又 は 植 物 が 成 長 す る 土 地 に 、 請 求 項 9又
は 10記 載 の 塩 を 適 用 す る こ と か ら な る 、 真 菌 感 染 症 を 撲 滅 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 第 二 銅 塩 に 基 づ く 組 成 物 に 関 す る 。
　 本 発 明 は 、 ま た 、 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 第 二 銅 塩 及 び 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の そ の 適
用 に 関 す る 。
　 サ リ チ ル 酸 は 、 多 く の 植 物 に 天 然 に 存 在 す る 化 合 物 で あ る 。 ヤ ナ ギ の 樹 皮 の 抽 出 物 に 確
か に 存 在 し 、 大 昔 か ら 抗 炎 症 治 療 薬 と し て 用 い ら れ て い る 。
　 現 在 で は 、 サ リ チ ル 酸 は 工 業 的 規 模 で フ ェ ノ ー ル 塩 と 二 酸 化 炭 素 と の 縮 合 に よ り 便 利 に
合 成 さ れ て い る 。 そ の 誘 導 体 の 多 く は 、 フ ェ ノ ー ル 環 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 フ ェ ノ ー ル ヒ ド
ロ キ シ ル の 特 定 の 反 応 性 を 利 用 す る こ と に よ り 容 易 に 調 製 し 得 る 。 特 に 、 ア セ チ ル サ リ チ
ル 酸 は 、 医 薬 品 と し て 周 知 で あ る 。
　 植 物 に 天 然 に 存 在 す る が 感 染 後 に 活 性 化 さ れ る 防 御 系 の 早 期 誘 導 に よ っ て サ リ チ ル 酸 が
種 々 の 植 物 病 原 体 を 制 御 で き る こ と は 証 明 さ れ て い る 。 実 際 に 、 植 物 病 原 体 の 存 在 は 一 連
の 生 化 学 シ グ ナ ル を 引 き 起 こ し 、 特 に 植 物 組 織 内 に サ リ チ ル 酸 を 蓄 積 す る こ と に よ り 、 例
え ば 、 殺 真 菌 活 性 を 有 す る 特 定 の タ ン パ ク 質 が 合 成 さ れ る 。
　 真 菌 感 染 症 の 前 に 誘 導 さ れ た サ リ チ ル 酸 レ ベ ル の 増 大 が 植 物 自 体 の 部 分 に 非 常 に 有 効 な
殺 真 菌 応 答 を 引 き 起 こ す こ と が わ か っ た (THE PLANT CELL, Vol.8(1996) p.1809-1819)。
　 殺 真 菌 剤 が 農 業 実 施 に お い て 経 済 学 的 に 許 容 し う る こ と を 可 能 に す る た め に は 、 確 実 に
且 つ 長 時 間 殺 真 菌 作 用 を 行 な わ せ る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 サ リ チ ル 酸 そ れ だ け で の 使 用 は
、 他 の 古 典 的 な 殺 真 菌 剤 よ り 防 御 レ ベ ル が 低 い こ と が 記 載 さ れ て い る 。 例 え ば 、 サ リ チ ル
酸 そ れ だ け で の 使 用 に よ る ブ ド ウ べ と 病 の 制 御 は 伝 統 的 な 第 二 銅 生 成 物 の 使 用 に よ っ て 得
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ら れ る も の よ り 非 常 に 低 い と 言 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ こ で 、 出 願 人 は 、 細 菌 や 真 菌 の 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め に 、 い く つ か の サ リ チ ル 酸
誘 導 体 の 第 二 銅 塩 が 当 該 技 術 の 状 態 で 記 載 さ れ た も の に つ い て は 特 に 便 利 で あ る こ と を 見
出 し た 。 実 際 に 、 出 願 人 は 、 い く つ か の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 第 二 銅 塩 が 適 切 に 配 合 さ れ た
場 合 に 、 処 理 さ れ た 植 物 に 伝 統 的 な 第 二 銅 塩 の 十 分 な 用 量 に 匹 敵 す る 長 時 間 の 防 御 作 用 が
得 ら れ る こ と を 可 能 に す る こ と を 見 出 し た 。
　 本 発 明 の 目 的 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 第 二 銅 塩 は 、 更 に 、 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物
病 原 体 を 制 御 す る 際 に 、 対 応 す る 非 塩 化 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 又 は 異 な る 金 属 で 塩 化 し た も の
よ り 有 効 で あ る 。 こ の 活 性 は 、 第 二 銅 イ オ ン の 直 接 作 用 に よ り 強 化 さ れ た 付 随 す る 誘 導 作
用 に よ る も の で あ り 得 る 。 記 録 さ れ た 活 性 は 、 実 際 に 、 伝 統 的 な 第 二 銅 殺 真 菌 剤 と 混 合 し
た 非 塩 化 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 を 用 い て 生 じ た も の よ り 高 い 。
　 本 発 明 の 目 的 の 塩 の 使 用 の 重 要 な 態 様 は 、 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 に よ っ て 活 性 化 さ れ た 植 物
の 防 御 系 が 異 な る 作 用 機 序 を も ち 、 そ の 結 果 耐 性 株 の 可 能 な 産 生 を で き る だ け 少 な く す る
免 疫 応 答 を 可 能 に す る と い う 事 実 に 由 来 し て い る 。
　 出 願 人 は 、 ま た 、 こ れ ら の 塩 が 最 初 の 天 然 の 防 御 系 を 増 幅 す る た め に 遺 伝 的 に 修 飾 さ れ
た 植 物 変 種 又 は 1種 以 上 の 遺 伝 子 が 挿 入 さ れ て 組 織 内 の サ リ チ ル 酸 自 体 の 含 量 の 変 化 の 結
果 と し て 殺 真 菌 タ ン パ ク 質 を 発 現 す る 植 物 変 種 に お い て も 植 物 病 原 体 を 制 御 す る と い う 優
れ た 手 段 と な る こ と を 見 出 し た 。
　 出 願 人 は 、 更 に 、 本 発 明 の 目 的 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 を 他 の 有 効 成 分 と 共 同 し て 適 用
す る と 生 物 学 的 作 用 の 正 の 相 乗 作 用 が 生 じ 、 遺 伝 的 に 修 飾 さ れ た 植 物 に 対 し て も 前 記 有 効
成 分 に 耐 性 の あ る 植 物 病 原 体 に さ え 優 れ た 制 御 を 可 能 に す る こ と を 見 出 し た 。
　 本 発 明 は 、 そ れ 故 、 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 、 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 第 二 銅 塩 を 他 の
有 効 成 分 と 混 合 し た も の の 使 用 に 関 す る 。 更 に 、 本 発 明 は 、 ま た 、 い く つ か の サ リ チ ル 酸
誘 導 体 の 第 二 銅 塩 自 体 及 び 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の そ の 使 用 及 び 該 銅 塩 自 体 に 関 す る
。
　 そ の 結 果 、 本 発 明 の 目 的 は 、 下 記 式 (I):
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 水 素 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ
り 選 ば れ て も よ い ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ
ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -
C 9 シ ク ロ ア ル キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ
ル 基 で あ り ;
R′ は 水 素 ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ
ア ル コ キ シ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; フ ェ ニ ル 基 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 の 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。 ）
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を 有 す る 1種 以 上 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 と 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応
し な い 少 な く と も 1種 の 殺 真 菌 化 合 物 と を 、 あ ら ゆ る モ ル 比 で 含 む 殺 真 菌 組 成 物 に 関 す る
。
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 は 、 ま た 、 か な り 多 く の 水 分 子 の 配 位 に よ っ て 水 和 し た 形 で 存 在
し 得 る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 更 に 、 下 記 式 (I):
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ り 選 ば
れ て も よ い ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C

1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク
ロ ア ル キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で
あ り ;
R′ は 適 宜 メ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル よ り 選 ば れ て も よ い ア ル キ ル 基 ; 又 は ト リ フ
ル オ ロ メ チ ル の ハ ロ ア ル キ ル 基 ; 又 は 水 素 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。
但 し 、 Xが 酸 素 で あ る 場 合 、 R 1 が ア シ ル 基 COCH 3 で あ り 、 R 2 が 水 素 又 は 塩 素 で あ る 化 合 物 と
R 1 が ア シ ル 基 COiPr又 は COEtで あ り 、 R 2 が 水 素 で あ る 化 合 物 を 除 く 。 ）
を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 関 す る 。
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 は 、 ま た 、 か な り 多 く の 水 分 子 の 配 位 に よ っ て 水 和 し た 形 で 存 在
し 得 る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 更 に 、 植 物 又 は そ の 一 部 に 対 す る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め の 下 記 式
(I):
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 式 中 、 R 1 は H、 又 は CO-R′ ア シ ル 基 で あ り ;
R 2 は 、 nが 2で あ る 場 合 、 同 じ か 又 は 異 な り 、 適 宜 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は ヨ ウ 素 よ り 選 ば
れ て も よ い ハ ロ ゲ ン ; C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 ; C

1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 ; C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 ; C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 ; C 3 -C 9 シ ク
ロ ア ル キ ル 基 ; C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 ; シ ア ノ 基 ; フ ェ ニ ル 基 ; ヒ ド ロ キ シ ル 基 で
あ り ;
R′ は 適 宜 メ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル よ り 選 ば れ て も よ い ア ル キ ル 基 ; 又 は ト リ フ
ル オ ロ メ チ ル の ハ ロ ア ル キ ル 基 ; 又 は 水 素 で あ り ;
nは 0～ 2の 範 囲 に あ る 数 で あ り ;
Xは 酸 素 原 子 、 窒 素 原 子 又 は イ オ ウ 原 子 で あ る 。 ）
を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 使 用 に 関 す る 。
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 は 、 ま た 、 か な り 多 く の 水 分 子 の 配 位 に よ っ て 水 和 し た 形 で 存 在
す る こ と が で き る 。
　 そ れ 故 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 少 な く と も 1種 の 他 の 殺 真 菌
化 合 物 と 会 合 し た 1種 以 上 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 (I)を 含 む 本 発 明 の 組 成 物 は 、 有 利 に は
、 第 二 銅 イ オ ン の 直 接 作 用 と と も に 天 然 防 御 を 誘 導 し 、 多 く の 有 効 成 分 と 相 乗 作 用 を 与 え
る 植 物 病 原 体 の 優 れ た 制 御 シ ス テ ム と な り 、 抗 耐 性 戦 略 に 最 適 な 装 置 を 示 す こ と を 特 徴 と
す る 。
　 特 に 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 は 、 エ ル ゴ ス テ
ロ ー ル 生 合 成 阻 害 剤 、 ミ ト コ ン ド リ ア 呼 吸 阻 害 剤 、 ア シ ル ア ニ リ ン 、 抗 べ と 病 浸 透 性 殺 真
菌 剤 、 殺 真 菌 活 性 を 有 す る ジ ぺ プ チ ド 、 抗 べ と 病 細 胞 向 性 殺 真 菌 剤 、 接 触 殺 真 菌 剤 、 第 二
銅 殺 真 菌 剤 、 メ ラ ニ ン 生 合 成 阻 害 殺 真 菌 剤 よ り 選 ば れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 は 、 好 ま し く は 、 テ ト
ラ コ ナ ゾ ー ル 、 ジ フ ェ ノ コ ナ ゾ ー ル 、 マ イ ク ロ ブ タ ニ ル 、 フ ル シ ラ ゾ ー ル 、 エ ポ キ シ コ ナ
ゾ － ル 、 フ ェ ン プ ロ ピ モ ル フ 、 フ ェ ン プ ロ ピ ジ ン 、 ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 ク レ ソ キ シ ム メ
チ ル 、 ト リ フ ロ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 メ タ ラ キ シ ル 、 ベ ナ ラ キ シ ル の ラ セ ミ 体 又 は 光 学 活 性 R
異 性 体 (IR 6141と 呼 ば れ る )、 イ プ ロ バ リ カ ル ブ 、 エ タ ボ キ サ ム 、 シ ア ゾ フ ァ ミ ド 、 シ モ
キ サ ニ ル 、 マ ン コ ゼ ブ 、 ク ロ ロ タ ロ ニ ル 、 フ ォ ル ペ ッ ト 、 ジ チ ア ノ ン 、 水 酸 化 銅 、 オ キ シ
塩 化 銅 、 オ キ シ 塩 化 キ ュ プ ロ カ ル シ ウ ム よ り 選 ば れ る 。
　 実 験 例 で 認 め ら れ 得 る 好 ま し い 組 成 物 の 場 合 、 非 常 に 重 要 な 相 乗 作 用 が 確 認 さ れ た 。
　 上 記 式 に お い て は 、 C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 は 、 相 互 に 同 じ か 異 な る 1つ 以 上 の 置 換 基 で 置 換 さ
れ て い て も よ い 直 鎖 又 は 分 枝 鎖 C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 メ チ ル 、 エ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ブ チ ル 、 イ ソ ブ チ ル 、 タ ー
ブ チ ル で あ る 。
　 C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 は 、 フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 、 ヨ ウ 素 よ り 任 意 に 選 ば れ る 同 じ か 又 は
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異 な る 1つ 以 上 の ハ ロ ゲ ン 原 子 で 置 換 さ れ た 直 鎖 又 は 分 枝 鎖 ア ル キ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 フ ル オ ロ メ チ ル 、 ジ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ト リ ク ロ ロ
メ チ ル 、 2,2,2-ト リ フ ル オ ロ エ チ ル 、 2,2,2-ト リ ク ロ ロ エ チ ル 、 2,2,3,3-テ ト ラ フ ル オ ロ
プ ロ ピ ル 、 2,2,3,3,3,-ペ ン タ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル で あ る 。
　 C 1 -C 9 ア ル コ キ シ ル 基 は 、 脂 肪 族 部 分 が 上 で 定 義 し た C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 で あ る C 1 -C 9 ア ル
コ キ シ ル 基 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 基 の 例 は メ ト キ シ ル 、 エ ト キ シ ル で あ る 。
　 C 1 -C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 は 、 脂 肪 族 部 分 が 上 で 定 義 し た C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 で あ る C 1
-C 9 ハ ロ ア ル コ キ シ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 ト リ フ ル オ ロ メ ト キ シ ル 、 1,1,2,2-テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ ル オ キ シ ル 、 1,
1,2,3,3,3-ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル オ キ シ ル で あ る 。
　 C 1 -C 9 チ オ ア ル キ ル 基 は 、 脂 肪 族 部 分 が 上 で 定 義 し た C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 で あ る C 1 -C 9 チ オ
ア ル キ ル 基 を 意 味 す る 。 こ の 基 の 例 は 、 チ オ メ チ ル 、 チ オ エ チ ル で あ る 。
　 C 1 -C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 は 、 脂 肪 族 部 分 が 上 で 定 義 し た C 1 -C 9 ハ ロ ア ル キ ル 基 で あ る C 1
-C 9 ハ ロ チ オ ア ル キ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 ト リ フ ル オ ロ チ オ メ ト キ シ ル 、 1,1,2,2-テ ト ラ フ ル オ ロ チ オ エ ト キ シ ル
で あ る 。
　 C 3 -C 9 シ ク ロ ア ル キ ル 基 は 、 環 が 相 互 に 同 じ か 又 は 異 な る 1つ 以 上 の 置 換 基 で 置 換 さ れ て
い て も よ い 炭 素 原 子 3～ 6個 か ら な る シ ク ロ ア ル キ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 シ ク ロ プ ロ ピ ル 、 シ ク ロ ブ チ ル 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル で あ
る 。
　 C 2 -C 1 0 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 は 、 脂 肪 族 部 分 が 上 で 定 義 し た C 1 -C 9 ア ル キ ル 基 で あ る カ
ル ボ ア ル コ キ シ ル 基 を 意 味 す る 。
　 こ の 基 の 例 は 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル 、 カ ル ボ キ シ エ チ ル 、 カ ル ボ キ シ プ ロ ピ ル で あ る 。
　 置 換 さ れ て い て も よ い と は 、 次 の 基 : ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 、 ア ル コ キ シ ル 、 ア ル キ
ル チ オ 、 シ ア ノ 、 ヒ ド ロ キ シ 、 ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル 、 カ ル ボ ア ル コ キ シ ル よ り 選 ば れ た 同 じ
か 又 は 異 な る 1つ 以 上 の 置 換 基 を 意 味 す る 。
　 R 2 は 、 好 ま し く は フ ッ 素 、 塩 素 、 メ チ ル 、 ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ヒ ド ロ キ シ ル よ り 選 ば
れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 に 使 用 し 得 る 殺 真 菌 剤 の い く つ か の 例 を 更 に 次 に 挙 げ る 。 従 っ て 、 特 に
、 下 記 殺 真 菌 剤 の 1種 以 上 を 選 ぶ こ と が で き る 。
1. エ ル ゴ ス テ ロ ー ル 生 合 成 阻 害 剤 と し て 、 例 え ば 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ピ ｐ
リ ミ ジ ン 、 ピ リ ジ ン の 殺 真 菌 剤 及 び /又 は モ ル ホ リ ン 又 は ピ ペ リ ジ ン の 誘 導 体 ;
2. ミ ト コ ン ド リ ア 呼 吸 阻 害 剤 と し て 、 例 え ば 、 ス ト ロ ビ ル リ ン の 類 似 し た 合 成 生 成 物 、
又 は フ ェ ナ ミ ド ン 、 フ ァ モ キ サ ド ン 、 エ タ ボ キ サ ム 、 フ ル ア ジ ナ ム 又 は シ ア ゾ フ ァ ミ ド ;
3. ア シ ル ア ニ リ ン の 中 で 、 メ タ ラ キ シ ル 又 は ベ ナ ラ キ シ ル の ラ セ ミ 体 又 は 光 学 活 性 R異 性
体 、 オ キ サ ジ キ シ ル 及 び /又 は オ フ レ ー ス ;
4. 抗 べ と 病 浸 透 性 殺 真 菌 剤 と し て 、 イ プ ロ バ リ カ ル ブ 、 ジ メ ト モ ル フ 、 フ ル メ ト ベ ル 、
中 国 製 品 SYP-L-190、 殺 真 菌 活 性 を 有 す る ジ ぺ プ チ ド 、 プ ロ パ モ カ ル ブ 及 び /又 は ゾ キ サ ミ
ド ;
5. 抗 べ と 病 細 胞 向 性 殺 真 菌 剤 と し て 、 シ モ キ サ ニ ル ;
6. 接 触 殺 真 菌 剤 と し て 、 ク ロ ロ タ ロ ニ ル 、 フ ォ ル ペ ッ ト 、 チ ラ ム 、 プ ロ ピ ネ ブ 、 マ ネ ブ
、 ジ ネ ブ 、 ジ ク ロ ロ フ ル ア ニ ド 、 ト リ ル フ ル ア ニ ド 、 カ プ タ ン 、 フ ォ ル ペ ッ ト 及 び /又 は
ジ チ ア ノ ン ;
7. 第 二 銅 殺 真 菌 剤 と し て 、 水 酸 化 銅 Cu(OH) 2 、 オ キ シ 塩 化 銅 (3Cu(OH) 2 ・ Cu(Cl) 2 )、 オ キ
シ 塩 化 キ ュ プ ロ カ ル シ ウ ム (3Cu(OH) 2 ・ Ca(Cl) 2 )、 及 び /又 は 三 塩 基 性 硫 酸 銅 (3Cu(OH) 2 ・ C
u(SO 4 ));
8. メ ラ ニ ン 生 合 成 の 阻 害 殺 真 菌 剤 と し て 、 ト リ シ ク ロ ア ゾ ー ル 及 び /又 は カ ル プ ロ パ ミ ド
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。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ト リ ア ゾ ー ル 殺 真 菌 剤 の 例 は 、 テ ト ラ コ ナ ゾ ー ル 、 エ ポ キ シ コ ナ ゾ ー ル 、 ジ フ ェ ノ コ ナ
ゾ ー ル 等 で あ る 。
　 ピ リ ミ ジ ン 殺 真 菌 剤 の 例 は 、 ヌ ア リ モ ル 、 フ ェ ナ リ ミ ル 等 で あ る 。
　 モ ル ホ リ ン 誘 導 体 の 例 は 、 フ ェ ン プ ロ ピ モ ル フ 、 フ ェ ン プ ロ ピ ジ ン 、 ス ピ ロ キ サ ミ ナ で
あ る 。
　 ス ト ロ ビ ル リ ン の 類 似 生 成 物 の 例 は 、 ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 ク レ ソ キ シ ム メ チ ル 、 ピ ラ
ク ロ ス ト ロ ビ ン 等 で あ る 。
　 式 (Ｉ )を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺 真 菌 化 合 物 は 、 市 販 の 化 合 物 又 は
商 品 化 さ れ よ う と し て い る 生 成 物 で あ る 。 そ れ ら の 説 明 は 、 技 術 文 献 、 例 え ば 、 “ The pe
sticide manual” ,2000, XII edit., British Crop Protection Council Ed.に 容 易 に 見
る こ と が で き る 。
　 殺 真 菌 活 性 を 有 す る ジ ぺ プ チ ド 誘 導 体 は 、 欧 州 特 許 第 1028125号 の 特 許 出 願 で 特 許 請 求
さ れ た も の の 中 の 化 合 物 の 1種 を 意 味 す る 。
　 式 (I)を 有 す る 化 合 物 は 、 多 く の 合 成 法 に よ っ て 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 例 示 で あ り
限 定 さ れ な い た め に 、 例 え ば 、 Xが 酸 素 の 意 味 を も ち 、 R 1 が -CO-R′ ア シ ル 基 で あ る 式 (I)
を 有 す る 化 合 物 の 調 製 を 次 に 示 す (ス キ ー ム A)。

【 ０ ０ １ ３ 】
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ピ リ ジ ン 又 は ト リ エ チ ル ア ミ ン の よ う な 有 機 塩 基 、 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 又 は 重 炭 酸 カ リ ウ
ム の よ う な 無 機 塩 基 の 存 在 下 、 ジ ク ロ ロ メ タ ン 、 又 は 1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン 、 又 は 酢 酸 エ チ
ル の よ う な 有 機 溶 媒 中 で 、 式 (II)を 有 す る 酸 を 式 (III)を 有 す る ア シ ル 塩 化 物 で ア シ ル 化
す る か 又 は 同 様 の 条 件 下 に 式 (II)を 有 す る 酸 を 無 水 物 (IV)で ア シ ル 化 、 又 は 溶 媒 と し て 同
じ 無 水 物 (IV)を 用 い て ア シ ル 化 す る 。 次 に 、 式 (V)を 有 す る 酸 誘 導 体 を 、 重 炭 酸 ナ ト リ ウ
ム 又 は 重 炭 酸 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 又 は 水 酸 化 カ リ ウ ム の よ う な 有 機 塩 基 に よ っ て
水 に 溶 解 し 、 得 ら れ た 溶 液 に Xが 塩 素 又 は 臭 素 の よ う な ハ ロ ゲ ン 、 又 は 水 に 溶 解 し た 硫 酸
イ オ ン 、 又 は 過 塩 素 酸 塩 で あ り 得 る 銅 塩 (IV)を 添 加 し 、 式 (I)を 有 す る 化 合 物 を 得 る 。 或
い は 、 触 媒 と し て 有 機 ア ミ ン 、 例 え ば 、 ト リ エ チ ル ア ミ ン の よ う な 追 加 の 塩 基 を 含 め て 又
は 含 め ず に 酸 形 態 (V)の 存 在 下 に 水 酸 化 銅 又 は 炭 酸 銅 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
　 Xが 窒 素 や イ オ ウ の 意 味 を も つ 式 (I)を 有 す る 化 合 物 の 調 製 に つ い て は 、 式 (II)を 有 す る
対 応 す る 酸 を 用 い て 上 記 と 同 じ 手 順 が 用 い ら れ る 。
　 R 1 が 水 素 の 意 味 を も つ 式 (I)を 有 す る 塩 は 、 化 合 物 (II)か ら 中 間 体 (V)を 塩 (I)へ 変 換 す
る た め に 記 載 さ れ た 手 順 に 従 っ て 操 作 し て 同 様 に 得 ら れ る 。
　 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 は 単 独 で 又 は 少 な く と も 1種 の 他 の 有 効 成 分 と の 組
成 物 で 、 他 の 殺 真 菌 剤 に 対 し て は 感 受 性 の 低 い 多 く の 真 菌 や 細 菌 の 植 物 病 原 体 を 制 御 で き
る 。
　 例 示 の た め だ け に 、 ま た 、 限 定 す る た め で な く 、 式 (I)を 有 す る 化 合 物 に よ っ て 単 独 で
又 は 混 合 物 で 制 御 さ れ た 植 物 病 原 体 の い く つ か の 例 を 、 可 能 な 適 用 作 物 の 例 と と も に 次 に
挙 げ る 。
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ブ ド ウ に 対 す る プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ ( );
タ バ コ に 対 す る ペ ロ ノ ス ポ ラ ・ タ バ シ ナ (Peronospora tabacina);
リ ン ゴ 樹 に 対 す る ベ ン チ ュ リ ア ・ イ ネ ク ア リ ス ( );
サ ラ ダ の ホ ウ レ ン ソ ウ に 対 す る ブ レ ミ ア ( );
野 菜 に 対 す る フ ィ ト フ ト ラ 種 ( );
ウ リ 科 (cucurbitaceae)に 対 す る シ ュ ー ド ペ ロ ノ ス ポ ラ ・ ク ベ ン シ ス (

);
米 に 対 す る ピ リ ク ラ リ ア ・ オ リ ゼ ( )。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 の 、 式 (I)を 有 す る 1種 以 上 の サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 を 含 む 組 成 物 も 、 式 (I
)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 も 共 に 、 治 療 的 性 質 と 予 防 的 性 質 双 方 の 高 殺 真 菌 作 用 を
与 え る こ と が で き 、 更 に 細 胞 毒 性 も 低 い か 又 は 存 在 し な い 。
　 そ れ 故 、 本 発 明 の 目 的 は 、 更 に 、 式 (I)を 有 す る 化 合 物 又 は 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘
導 体 の 塩 に 対 応 し な い 少 な く と も 1種 の 他 の 殺 真 菌 化 合 物 と 会 合 し た そ の 混 合 物 を 適 用 す
る こ と に よ り 農 作 物 に お い て 植 物 病 原 体 の 真 菌 を 制 御 す る 方 法 に 関 す る 。
　 更 に 詳 細 に は 、 本 発 明 の 目 的 は 、 式 (I)を 有 す る サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 塩 に 対 応 し な い 殺
真 菌 剤 に 対 し て 感 受 性 又 は 耐 性 の あ る 植 物 病 原 体 を 制 御 す る た め に 農 作 物 に 適 用 し 得 る 方
法 に 関 す る 。
　 所 望 の 効 果 を 得 る た め に 適 用 す べ き 化 合 物 の 量 は 、 例 え ば 、 保 存 す べ き 作 物 、 病 原 体 の
種 類 、 感 染 度 、 気 候 条 件 、 用 い ら れ る 処 方 の 種 々 の 要 因 に 関 し て 変 わ り 得 る 。
　 一 般 に 1ヘ ク タ ー ル 当 た り 10 g～ 5 kgの 範 囲 に あ る 化 合 物 の 用 量 が 十 分 な 制 御 を 与 え る
。
　 農 業 に お い て 実 際 的 使 用 の 場 合 、 一 般 式 (I)を 有 す る 1種 以 上 の 化 合 物 又 は 式 (I)を 有 す
る 塩 に 対 応 し な い 少 な く と も 1種 の 殺 真 菌 化 合 物 と の そ の 混 合 物 を 含 む 殺 真 菌 組 成 物 を 用
い る こ と が し ば し ば 便 利 で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 の 組 成 物 の 適 用 は 、 植 物 の あ ら ゆ る 部 分 、 例 え ば 、 葉 、 茎 、 枝 、 根 、 又 は
種 ま き 前 の 種 子 、 又 は 植 物 が 成 長 す る 土 地 で 行 な わ れ 得 る 。
　 本 組 成 物 は 、 乾 燥 粉 末 、 湿 潤 性 粉 末 、 乳 化 で き る 濃 縮 物 、 マ イ ク ロ エ マ ル ジ ョ ン 、 ペ ー
ス ト 、 顆 粒 、 溶 液 、 懸 濁 液 等 の 形 で 使 用 し 得 る 。 組 成 物 の 種 類 の 選 択 は 、 個 々 の 使 用 に 左
右 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 組 成 物 は 、 例 え ば 、 活 性 物 質 を 、 場 合 に よ っ て は 界 面 活 性 剤 の 存 在 下 に 、 溶 媒 及 び /
又 は 固 体 希 釈 媒 体 で 希 釈 又 は 溶 解 す る こ と に よ る 既 知 の 方 法 に 従 っ て 調 製 さ れ る 。
　 固 体 不 活 性 希 釈 剤 、 又 は 担 体 と し て 、 シ リ カ 、 カ オ リ ン 、 ベ ン ト ナ イ ト 、 タ ル ク 、 化 石
粉 、 ド ロ マ イ ト 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ア 、 チ ョ ー ク 、 ク レ ー 、 合 成 ケ イ 酸 塩 、 ア タ
パ ル ガ イ ト 、 セ ピ オ ラ イ ト が 使 用 し 得 る 。
　 液 体 希 釈 剤 と し て 、 水 の ほ か に 、 芳 香 族 溶 媒 (キ シ ロ ー ル 、 ア ル キ ル ベ ン ゾ ー ル の 混 合
物 ); パ ラ フ ィ ン (石 油 留 分 ); ア ル コ ー ル (メ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 オ ク
タ ノ ー ル 、 グ リ セ リ ン ); ア ミ ン ; ア ミ ド (N,N-ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、 N-メ チ ル ピ ロ リ ド
ン ); ケ ト ン (シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 ア セ ト ン 、 ア セ ト フ ェ ノ ン 、 イ ソ ホ ロ ン 、 エ チ ル ア ミ ル
ケ ト ン ); エ ス テ ル (イ ソ ブ チ ル ア セ テ ー ト 、 脂 肪 酸 の メ チ ル エ ス テ ル 、 例 え ば 、 植 物 油 の
エ ス テ ル 転 移 反 応 に よ っ て 得 ら れ る )が 使 用 し 得 る 。
　 界 面 活 性 剤 と し て 、 ア ル キ ル ス ル ホ ネ ー ト 、 ア ル キ ル ア リ ー ル ス ル ホ ネ ー ト 、 又 は ポ リ
エ ト キ シ ル 化 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル の ナ ト リ ウ ム 塩 、 カ ル シ ウ ム 塩 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン
塩 、 又 は ト リ エ チ ル ア ミ ン 塩 、 又 は エ チ レ ン オ キ シ ド と 縮 合 し た 脂 肪 ア ル コ ー ル 、 又 は ポ
リ オ キ シ エ チ ル 化 脂 肪 酸 、 又 は ソ ル ビ ト ー ル の ポ リ オ キ シ エ チ ル 化 エ ス テ ル 、 又 は リ グ ニ
ン ス ル ホ ネ ー ト が 使 用 し 得 る 。
　 本 組 成 物 は 、 特 定 の 用 途 の た め に 特 定 の 添 加 剤 、 例 え ば 、 ア ラ ビ ア ゴ ム 、 ポ リ ビ ニ ル ア
ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 ポ リ ア ク リ レ ー ト の よ う な 接 着 剤 を 含 む こ と が で き る
。
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　 上 記 組 成 物 に お い て は 、 活 性 物 質 の 濃 度 は 、 0.1％ ～ 98％ 、 好 ま し く は 0.5～ 90％ に 変 わ
る 。
　 所 望 さ れ る 場 合 に は 、 本 発 明 の 目 的 の 組 成 物 に 他 の 適 合 す る 有 効 成 分 、 例 え ば 、 植 物 調
節 剤 、 抗 生 物 質 、 除 草 剤 、 殺 虫 剤 、 肥 料 を 加 え る こ と も 可 能 で あ る 。
　 次 の 実 施 例 は 、 例 示 の た め だ け に 示 さ れ 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】

ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 の 調 製 (化 合 物 No.１ )
　 3 gの ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 を 15 cm 3 の 水 中 の 1.39 gの 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム の 溶 液 に 添 加 す
る 。 そ の 酸 を 完 全 に 溶 解 し た 時 に 、 15 cm 3 の 水 中 の 2.07 gの 硫 酸 第 二 銅 の 溶 液 を 徐 々 に 添
加 す る 。 3時 間 後 、 こ の よ う に し て 得 ら れ た 沈 殿 を ろ 過 し 、 ヘ キ サ ン で 洗 浄 し 、 風 乾 し た
後 、 3.4 gの 化 合 物 No.1(収 率 : 48.4％ )を 得 る 。 化 合 物 No.1の 分 析 組 成 を 表 1に 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】

　 分 析 組 成 が 表 １ に 示 さ れ て い る 次 の 化 合 物 を 実 施 例 １ に 記 載 さ れ た 手 順 と 同 様 に 調 製 し
た 。
・ サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.２ )
・ 5-ク ロ ロ サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.３ )
・ 5-ク ロ ロ ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.４ )
・ 5-ヒ ド ロ キ シ サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.５ )
・ 6-ヒ ド ロ キ シ サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.６ )
・ 3-メ チ ル サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.７ )
・ 4-メ ト キ シ サ リ チ ル 酸 の 銅 塩 (化 合 物 No.８ )
【 ０ ０ １ ９ 】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注 :
a) 元 素 分 析 に よ り 得 ら れ た 値 ;
b) 重 量 分 析 に よ り 得 ら れ た 値 ;
c) 予 想 値 を 括 弧 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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葉 の 予 防 的 適 用 に お い て リ ン ゴ 樹 に 対 す る ベ ン チ ュ リ ア ・ イ ネ ク ア リ ス を 制 御 す る た め の
化 合 物 No.1と 他 の 殺 真 菌 化 合 物 と を 混 合 し た も の の 効 力 (温 室 試 験 )表 ２
　 調 整 し た 環 境 (24± 1℃ 、 相 対 湿 度 70％ )で 花 瓶 で 栽 培 し た 野 生 型 リ ン ゴ 樹 の 葉 を 、 そ の
葉 の 両 面 を ヒ ド ロ ア セ ト ン 溶 液 に 0.3％ の ト ゥ イ ー ン 20を 含 む 20容 量 ％ の ア セ ト ン で 分 散
し た 化 合 物 No.1と 他 の 殺 真 菌 剤 と を 噴 霧 す る こ と に よ り 処 理 す る 。
　 調 整 し た 環 境 で 48時 間 保 っ た 後 、 植 物 に ベ ン チ ュ リ ア ・ イ ネ ク ア リ ス の 胞 子 の 水 性 懸 濁
液 を 下 面 と 上 面 に 感 染 さ せ る (200,000胞 子 /cm 3 )。
　 植 物 を 湿 度 飽 和 環 境 に お い て 21℃ で 真 菌 の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 期 間 保 持 し 、 こ の 期 間 の
終 わ り に (14日 間 )殺 真 菌 活 性 を 100(健 康 な 植 物 )～ 0(完 全 に 感 染 し た 植 物 )の ％ 評 価 段 階 に
従 っ て 評 価 す る 。
　 表 ２ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 、 下 記 リ ン ペ ル (Limpel)の 式 を 用 い て 計 算 し た 効 力 と 比 較 し
て 、 化 合 物 No.1と 上 記 種 々 の グ ル ー プ に 属 す る 他 の 殺 真 菌 剤 か ら な る 混 合 物 の 相 乗 効 果 を
認 め る こ と が で き る （ “ Pesticide Science” (1987), vol.19, p.309-315)。
E ＝  x＋ y－ (xy/100)
式 中 、 Eは  gの 化 合 物 Xと  gの 化 合 物 Yと 混 合 す る こ と に よ り 得 ら れ た 混 合 物 か ら の 相 乗
効 果 を 含 ま な い 予 想 殺 真 菌 活 性 で あ り ;
xは 化 合 物 Xを 単 独 で  gの 用 量 で 用 い た 場 合 の 活 性 で あ り ;
yは 化 合 物 Yを 単 独 で  gの 用 量 で 用 い た 場 合 の 活 性 で あ る 。
　 実 験 で 評 価 し た 殺 真 菌 活 性 が E値 よ り 大 き い 場 合 、 こ の 活 性 は 相 乗 効 果 と し て み な さ れ
る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】

　 125 ppm(  g)の 化 合 物 No.1の ベ ン チ ュ リ ア ・ イ ネ ク ア リ ス に 対 す る 一 日 後 の 予 防 活 性 は
95(x)で あ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】

葉 の 予 防 的 適 用 に お い て ブ ド ウ に 対 す る プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ を 制 御 す る た め の 化 合 物
No.1と 他 の 殺 真 菌 化 合 物 と を 混 合 し た も の の 効 力 (温 室 試 験 )表 ３
　 調 整 し た 環 境 (20± 1℃ 、 相 対 湿 度 70％ )で 花 瓶 で 栽 培 し た ド ル セ ッ ト (Dolcetto)品 種 の
ブ ド ウ 樹 の 葉 を 、 そ の 葉 の 両 面 を ヒ ド ロ ア セ ト ン 溶 液 に 0.3％ の ト ゥ イ ー ン 20を 含 む 10容
量 ％ の ア セ ト ン で 分 散 し た 化 合 物 No.1と 他 の 殺 真 菌 剤 と を 噴 霧 す る こ と に よ り 処 理 す る 。
　 調 整 し た 環 境 で 24時 間 保 っ た 後 、 植 物 に プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ の 胞 子 の 水 性 懸 濁 液 を
下 面 に 感 染 さ せ る (200,000胞 子 /cm 3 )。
　 植 物 を 湿 度 飽 和 環 境 に お い て 21℃ で 真 菌 の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 期 間 保 持 し 、 こ の 期 間 の
終 わ り に (7日 間 )殺 真 菌 活 性 を 100(健 康 な 植 物 )～ 0(完 全 に 感 染 し た 植 物 )の ％ 評 価 段 階 に
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従 っ て 評 価 す る 。
　 表 ３ に 示 さ れ る デ ー タ か ら 、 リ ン ペ ル (Limpel)の 式 を 用 い て 計 算 し た 効 力 と 比 較 し て 、
化 合 物 No.1と 上 記 種 々 の グ ル ー プ に 属 す る 他 の 殺 真 菌 剤 か ら な る 混 合 物 の 相 乗 効 果 を 認 め
る こ と が で き る （ “ Pesticide Science” (1987), vol.19, p.309-315)。
E ＝  x＋ y－ (xy/100)
式 中 、 Eは  gの 化 合 物 Xと  gの 化 合 物 Yと 混 合 す る こ と に よ り 得 ら れ た 混 合 物 か ら の 相 乗
効 果 を 含 ま な い 予 想 殺 真 菌 活 性 で あ り ;
xは 化 合 物 Xを 単 独 で  gの 用 量 で 用 い た 場 合 の 活 性 で あ り ;
yは 化 合 物 Yを 単 独 で  gの 用 量 で 用 い た 場 合 の 活 性 で あ る 。
　 実 験 で 評 価 し た 殺 真 菌 活 性 が E値 よ り 大 き い 場 合 、 こ の 活 性 は 相 乗 効 果 と し て み な さ れ
る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】

　 30ppm(  g)の 化 合 物 No.1の プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ に 対 す る 一 日 後 の 予 防 活 性 は 53(x)
で あ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
*  試 験 は 感 受 性 の 低 い 植 物 病 原 体 の 分 離 し た 部 分 に 対 し て 行 な っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】

ブ ド ウ に 対 す る プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ を 制 御 す る た め の 式 (I)を 有 す る 化 合 物 の 殺 真 菌
効 力 (野 外 試 験 )表 ４ 、 表 ５ 、 表 ６
　 プ ラ ス モ パ ラ ・ ビ チ コ ラ の 制 御 の た め の 効 力 野 外 試 験 は 、 4回 の 実 験 と 繰 返 し に よ る 6～
8の 植 物 を 含 む 無 作 為 化 ブ ロ ッ ク に よ る 実 験 ス キ ー ム を 用 い て 行 な わ れ る 。
　 ブ ド ウ の 苗 木 、 バ ル ベ ラ 変 種 を 、 葉 の 両 面 を 式 (I)を 有 す る 化 合 物 か 又 は 湿 潤 性 粉 末 WP5
0と し て 処 方 さ れ る 本 発 明 の 目 的 の 式 (I)を 有 す る 1種 以 上 の 塩 と 他 の 殺 真 菌 剤 を 含 む 混 合
物 で 噴 霧 す る こ と に よ り 処 理 さ れ る 。
　 試 験 は 、 式 (I)の 化 合 物 と IR 6141の 混 合 物 に つ い て は 7日 間 の 一 定 期 間 、 式 (I)の 化 合 物
と IR 5885の 混 合 物 に つ い て は 10日 間 の 一 定 期 間 に 処 理 す る こ と に よ り 行 な わ れ る 。
　 病 原 体 の 存 在 が 非 処 理 ブ ラ ン ク プ ロ ッ ト に 見 ら れ る 場 合 に 行 な わ れ る 測 定 は 、 葉 と 花 房
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の 双 方 で 行 な わ れ る 。
　 葉 に 対 す る 測 定 は 、 100枚 の ブ ド ウ の 葉 /プ ロ ッ ト (合 計 400枚 の 葉 )を 計 数 し 、 病 気 が 襲
っ た 葉 の 表 面 の 割 合 を 調 べ る こ と に よ り 行 な わ れ る 。
　 一 方 、 花 房 に 対 す る 測 定 は 全 花 房 を 分 析 す る と と も に 損 傷 し た 表 面 の 割 合 を 判 断 す る こ
と に よ り 行 な わ れ る 。
　 化 合 物 No.2～ 4の 野 外 試 験 に 関 す る デ ー タ を マ ン コ ゼ ブ と オ キ シ 塩 化 銅 と 比 較 し て 表 4に
示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(gpa/hl) ＝  1ヘ ク ト リ ッ ト ル 当 た り の 有 効 成 分 の g
*  ＝  病 気 の 発 生 率
　 IR6141と 混 合 し た 化 合 物 No.1～ 4の 野 外 試 験 に 関 す る デ ー タ を 表 5に 示 し 、 IR5885と 混 合
し た 化 合 物 No.1、 2、 4、 8の 野 外 試 験 に 関 す る デ ー タ を 表 6に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(gpa/hl) ＝  1ヘ ク ト リ ッ ト ル 当 た り の 有 効 成 分 の g
*  ＝  病 気 の 発 生 率
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【 ０ ０ ２ ７ 】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(gpa/hl) ＝  1ヘ ク ト リ ッ ト ル 当 た り の 有 効 成 分 の g
*  ＝  病 気 の 発 生 率
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